
 

（第２号様式）   
令和７年５月２日   

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立藤沢総合高等学校長   

令和６年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月11日実施） 

総合評価（５月２日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①生徒の「主体的に学

習に取り組む態度」

を養うため、授業計

画、日課時程の再検

討に取り組む。 

 

 

②課題研究の進め方や

シチズンシップの視

点を取り入れた取組

について、研究を進

める。 

①生徒の学習意欲を高め

るため、次年度50分授

業の実施を検討する。

また、年次進行型セメ

スター制について、検

証する。 

 

②課題研究の指導の進め

方の見直しを行う。シ

チズンシップの視点か

らの授業改善の研究を

行う。 

①50 分授業の実施に向

け、日課や年間行事の設

定の仕方を検討する。 

年次進行型セメスター制

や、その運用について生

徒の学びに生かせるよ

う、検証する。 

②外部資源からの情報な

どをリサーチし、本校に

あった活用の仕方を模索

する。授業見学会などを

通して、シチズンシップ

の視点の活用を検証す

る。 

①次年度の 50 分授業の実

施を決定できたか。 

 年次進行型セメスター制

や、その運用について検

証できたか。 

 

 

②外部資源の活用によって

課題研究の進め方の改善

ができたか。 

授業見学会を実施し、

シチズンシップの視点

の活用を検証できた

か。 

①50分授業の実施を決定

し、対外的に公開した。

年次進行型セメスター制

の弾力的運用を前期行っ

た。 

 

 

②外部講師による生成 AI

の教育利用に関する研修

会を実施した。また、授

業観察時の資料にデジタ

ルシチズンシップの視点

を記載した。 

①50 分授業の時程の検

討を進める。年次進行

型セメスター制の弾力

的運用の後期の運用を

検証する。 

 

 

②個々の教員が授業や

教育活動に活かしてみ

ようと試みることや、

そのための働きかけが

必要である。 

①「自主的に学習に取
り組む態度を養う」た
めの取組を開始したこ
とや、通年開講と併用
で年次進行型セメスタ
ー制の弾力的運用を開
始したことは高く評価
できる。 
50 分授業を実施した

場合の科目進度への影
響や放課後時間の部活
への活用などの影響評
価などの検討ができた
ので、来期での実施に
期待ができる。 
 
②すべての教育活動に
シチズンシップの視点
を取り入れることは評
価できる。今後ますま
す期待したい。生成 AI
の教育利用の研修は大
変よい取り組みと思い
ます。生成 AI を活用し
て学びの質を上げられ
るような工夫をされる
とよろしいのではない
かと思います。 

①セメスター制の弾
力的運用をスムーズ
に行えたが、もとも
とセメスター制の導
入段階で複数の形態
が混在している問題
の整理は課題として
残っている。 
次年度50分授業への
移行準備を完了し
た。移行に伴う授業
数確保の実行と定期
試験等の時程の精査
の必要がある。 
 
②多くの教員がシチ
ズンシップ教育のね
らいを理解し、様々
な形で授業実践につ
なげていく必要があ
る。 

①セメスター制の
より弾力的な運用
を検討する。 
５０授業を実際の
授業展開していく
上で発生した課題
に対して柔軟に対
応する。 
 
②新たなシチズン
シップワーキング
グループの構成を
見直し、教科が実
践しやすい形づく
りを行っていきた
い。 

２ 生徒指導・支援 

①学校行事や部活動を

生徒の視線から見直

して充実させ、自己

有用感の醸成に結び

付ける。 

 

②外国につながりのあ

る生徒への学習支援

を含め、ＳＣ、ＳＳ

Ｗや外部機関とも連

携した支援を進め

る。 

①学校行事や部活動を通

じて、自ら課題を見出

し、実現に向けて行動

できる生徒を育成す

る。 

 

②外国につながる生徒を

含めた、生徒指導・支

援体制の整備をすすめ

る 。 

①実行委員会や生徒会役

員、部活動の生徒が意見

を表明する機会を設け、

それを生かして学校行事

や部活動を運営する。 

 

②生徒支援Ｇや在県ＷＧ

で、外部機関との連携を生

かした体制の整備を進め

る。個に応じて、組織的に

効果的な支援を行う。 

①生徒が意見を表明する機

会を設けることができた

か。また、それを生かし

た学校行事や部活動の運

営ができたか。 

 

②生徒指導・支援体制の整

備は進んだか。 

個に応じた組織的で効

果的な支援ができた

か。 

①体育祭や翡翠祭といっ

た行事で実行委員会や中

心となる生徒と意見交換

をし、生徒の意見を取り

入れた学校行事を運営し

た。 

 

②５月・９月・1 月にサ

ポートドックを行い、Ｓ

Ｃ・ＳＳＷ と面談をし

たいという生徒のニーズ

を掘り起こせた。 

 

①生徒との意見交換に

時間を要し、その意見

に合わせてルールが細

分化されたため、次年

度は事前にルールを整

理する必要がある。 

 

②サポートドックの生

徒の回答率を 100％に

近付けるため、ＬＨＲ

の時間を使って回答で

きるよう計画する必要

がある。 

①学校行事や部活動
は、生徒の意見を反映
させることができたの
は大きく評価できる。 
 
②生徒指導・支援に関
しては、必要性が高い
にも関わらずＳＣ対応
できる時間が十分では
ないように見受けられ
た。サポートドックを
３回行い生徒のニーズ
を掘り起せたが、SC・
SSWとの面談実行が時間
的に困難であったよう
に思う。 

①生徒の意見を取り
入れつつ、これまで
のルールを整理しな
がら、より活気ある
学校行事の運営を目
指していく。 
②ニーズが高くなっ
ている教育相談に対
しＳＣ・ＳＳＷ、ス
クールメンターの活
用や担任等の面談を
通じ、困りごとのあ
る生徒を支援してい
くことができた。課
題は、増加する相談
に対する準備が必要
なことである。 

①次年度に向け、
部活動や学校行事
の場面で地域との
連携を進めていけ
ないか検討を進め
る。 
 
②サポートドック
や個別面談をさら
に活用し、少しの
気づきへのこまめ
な対応を行うこと
で、早期の改善を
行っていくことで
ある。 

３ 進路指導・支援 

①卒業後を見据えて、

外国につながる生徒

の学習や生活指導体

制を整える。 

 

①外国につながる生徒一

人ひとりの状況に応じ

た支援を行い、進路決

定を進める。 

 

①外国につながる生徒の進

路について、必要な情報

や対応策を収集し、個別

の課題を解決する。 

 

①外国につながる生徒につ

いて、状況に応じた進路

指導を行い、３年次生の

進路実現ができたか。 

 

①在留資格と奨学金に関

する研修会を３年次生と

も呼んで実施した。在県

枠で入学した生徒の多く

が進路目標を実現した。 

①学費の課題、生徒の

学力とのミスマッチな

ど、こちらの準備資料

では対応できない個別

案件が多い。 

①国際化が進む中で在
県生徒は、今後増加す
る方向にあると思われ
る。進路支援であると
ともに生活支援でもあ
り、さらに、外部機関
と連携するなど組織的

①今年の卒業年次生
については進路実現
ができたが、１，２
年次生の支援を行う
中で、保護者の理解
が不足していること
により、生徒との意

①対称生徒との面
談や個別ガイダン
スを行い、まず生
徒が保護者に自分
の進路やその実現
方法を保護者に伝
えられるようにし



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月11日実施） 

総合評価（５月２日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

②生徒が自身や社会の

課題に向き合い、解

決に向けて学び続け

る姿勢の涵養を図

る。 

②キャリア教育のプログ

ラムの基幹プログラム

の充実を図る。 

 

②「産業社会と人間」の新

プログラムの遂行とキャ

リア教育の視点を含んだ

「進路ガイダンス」を行

う。 

②継続的に遂行できる「産

業社会と人間」「進路ガ

イダンス」のプログラム

の体系化ができたか。 

②前年度取り組みを精選

して、プログラムを展開

し、体系化を進めること

ができた。 

②前期に、選択の幅を

広げ、自身の学びの選

択を考えさせる機会の

充実が必要である。 

な取組が必要と感じ
る。 
②「産業社会と人間」
での事業所訪問は、総
合職系の仕事を理解す
るうえで大変有用な取
り組みだと感じまし
た。訪問してくれた生
徒さんたちへのビジネ
スマナーなどの事前指
導も行き届いていたと
感じました。 

見の乖離が見られ
た。 
②他校では見られな
い取組みで、取り組
んだだけの成果があ
ることは多くの教員
が感じている。一方
で、学校独自の企画
で取り組むことに多
大な労力を要してい
ることが実情であ
る。 

ていく。 
②グループ以外の
力も借りながら、
受け入れ企業を開
拓していく必要が
ある。また、同様
の取組みを行う外
部機関を開拓する
必要がある。 

４ 地域等との協働 

①生徒一人ひとりが学

校から地域等へ向け

る視線を育み、ボラ

ンティアや地域等と

の協働に取り組む姿

勢の涵養に取り組

む。 

 

 

 

 

①ボランティアの延べ参

加人数を増やすこと

で、生徒が地域等との

協同に取り組む機会を

増やす。 

②本校の教育活動につい

て地域等に積極的に発

信する。また、本校の

魅力や特色についての

生徒の受け止めを正確

に把握する。 

 

①単位取得を目指さない生

徒へも積極的にボランテ

ィア参加を呼び掛ける。 

 

 

②ホームページの更新回数

を増やす。また、本校の

魅力や特色についての在

校生向けのアンケートを

実施する。 

①生徒のボランティア参加

延べ人数を増やすことが

できたか。 

 

 

②ホームページ更新の回数

は増えたか。在校生向け

の魅力や特色に関するア

ンケートを実施できた

か。 

①生徒のボランティア参

加延べ人数が増加し、単

位申請をする生徒も増加

した。 

 

②ホームページの更新回

数を増やすために更新の

目安となる指針を作成し

た。在校生アンケートの

内容について検討してい

る。 

①後期にはボランティ

ア参加者が減りがちな

ため、更なる参加の呼

びかけをする必要があ

る。 

②ホームページの更新

回数は微増状態である

ので更なる発信をして

いく必要がある。 

①地域との協働は比較
的多く行われており、
良好な関係にあること
が評価できる。また、
部活動などによる生徒
の積極的な地域活動へ
の参加も、地域の共育
フォーラムや青少年育
成組織からも好感を持
って評価されている。 
②ホームページでの情
報発信でも魅力・特色
をＰＲしようとしてい
る。地域との各種連携
についても丁寧に発信
されているため、新規
に地域との共同プロジ
ェクトを企画される際
にも地域の理解の方の
理解を得られやすいの
ではないかと感じた。 

①長後地域における
共育フォーラム主催
の「ふれあいコンサ
ート」の開催に関わ
り、校種間の地域連
携をはかることによ
り横断的な青少年育
成の実現に寄与する
ことができた。 
  
  
②ホームページの内
容についての見直し
など更新作業に着手
したことにより、
「校内業務の見える
化」を進めることが
でき、地域に果たす
本校の役割を再認識
できた。 

①地域の連携をよ
り一層深めるため
に、学校運営協議
会などで情報交換
を行い、地域が期
待する「学校像」
を学校組織や学校
運営に取り込んで
いく。 
  
  
②総合高校である
魅力を積極的に外
部に発信し、地域
の一員としての期
待や要望などをフ
ィードバックし、
それに対応できる
具体的な方策を検
討する。 

５ 
学校管理 
学校運営 

①総合学科としての多

彩な事業に取り組む

ことを通して、教員

の協働性や組織力及

び教育力を伸ばす。 

 

②職場の協働性を育む

ことを通して、労働

時間の短縮に取り組

むとともに、不祥事

を未然に防止する。 

 

 

 

 

①総合学科教育研究会の

事業等をとおして、総

合学科に所属する教員

として教育力を向上さ

せる。 

 

②成績処理日程の検証を

行い、指導と一体化し

た評価や、その点検を

適切に行う。また、教

材や評価基準、指導方

法などの共有化に取り

組む。 

①夏季研修会、専門学校見

学会、専門学校教職員と

の研究会、総合学科フェ

スタへの積極的な参加を

促す。 

 

②作業効率と事故防止の両

面から成績処理日程の検

証を行う。また、教科や

系列での教材等の共有

化、アーカイブ化を検討

する。 

①夏季研修会、専門学校見

学会、専門学校教職員と

の研究会、総合学科フェ

スタへの参加者が増えた

か。 

 

②成績処理が事故なく、ス

ムーズに行えたか。 

 教科や系列での教材等の

共有化、アーカイブ化を

検討できたか。 

①夏季研修会への参加人

数は昨年度に比べ増加し

たが、専門学校見学会の

参加者は夏季休業中とい

うこともあり減少した。 

 

②成績処理日程を夏季休

暇中に調査書作成ができ

るよう変更し、事故なく

進めることができた。教

材等の共有化、アーカイ

ブ化もGoogle Classroom

や Teamsを用いて多くの

教科系列で取り組めた。 

①専門学校教職員との

研究会、総合学科フェ

スタについて今後積極

的に参加を呼び掛け

る。 

 

②成績処理日程につい

ては、年度末に再び検

証する。教材の共有

化、アーカイブ化につ

いても、保管場所等に

ついて確実に情報共有

できるよう、確認を進

める。 

①高校の先生方と専門
学校の教員が意見交換
する機会は生徒の進路
選択の満足度向上に向
けた貴重な機会と思い
ます。今後も機会を拡
大していただけると専
門学校の側も高校生の
実態やニーズに合った
教育を工夫していくこ
とができると思いま
す。 
②教職員間の協力体制
が整っている、また地
域や PTA との連携もと
れているように感じ
る。生徒指導・支援、
事故・不祥事防止の観
点からも高く評価でき
る。 

①夏季研修会への参
加人数は増加し、総
合学科教員としての
教育力を高めること
ができた。一方で専
門学校見学会および
総合学科フェスタへ
の参加人数は減少し
た。 
②成績処理の日程
は、おおむね適切に
運用された。定期試
験の日程に関しては
在県枠入学者の対応
等で無理な状態が解
消されていない。 
教材、成績処理、生
徒のへの指示等の科
目内の統一は、おお
むね行われた。成績
処理に関しては共通
の処理を行うエクセ
ルのワークシートの
仕様に問題が発生し
た。 

①専門学校見学会
や総合学科フェス
タは職員への周知
の時間が短かった
ことや、他行事と
の日程の重なりが
あったので、早期
に調整を図る必要
がある。 
②定期試験の時
程、監督システム
の見直しを行う。 
 成績処理のエク
セルシートのリニ
ューアルを行う。 

 


